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福富町や豊栄町、河内町などの中山間地域では人口減少が続き、過疎化と高齢化
が深刻な問題となっている。近年、自然史資料が散逸・消失の危機にあることが
全国的な問題になっており、広島県においても、県標本6万点が活用の目途がつ
かない状態で保管されている。

中坪 孝之
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総合博物館 館長

Town-Gown協働による（仮称）県央自然史博物館を核とした「知」の基盤整備と地域創生

豊栄支所の遊休スペースを活用し、市と大学の共同による博物館展示を整備し、自然学習講座を開催した。7
月22日から9月11日までの開催期間中に、延べ2,442人の来場者があり、来場者の97％から「とてもよかっ
た」、「まあよかった」の評価を受け、自然科学教育への関心が一定程度存在することが確かめられた。

令和5年度のCOMMONプロジェクト共同研究型として継続実施。
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２概要 豊栄支所の遊休スペースを活用し、自然史に関わる資料や情報を安定的に保存す
るとともに広く市民に公開し、学校教育・社会教育に活用することによって交流
人口の増大、地域の活性化を目指す。
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次の研究段階へ前進
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